
2007/12/09 JFA_D-Instructor 更新講習会 
 
 

みさき FC 宮本 実 
 

1. 実技講習 
1.1. ルックアップ(ヘッドアップ) ～ 周りの確認と周りとの同調 ～ 

  
1.1.1. ボールを手に抱えて 

かるく流す、素早く走る 
自由にゴールを目指す、同時にゴールを目指す 

1.1.2. ボールを手でドリブルして 
かるく流す、素早く走る 
自由にゴールを目指す、同時にゴールを目指す 

1.1.3. ボールを足でドリブルして 
かるく流す、素早く走る 
自由にゴールを目指す、同時にゴールを目指す 

1.1.4. ボールを足でドリブルしてオン・ザ・ライン 
かるく流す、素早く走る 
自由にゴールを目指す、同時にゴールを目指す 

1.1.5.   
1.1.6.   

1.2. ビルドアップ ～ ボールキープ、ボールの前方への持ち上げ ～ 

  
1.2.1. 2 on 2 (2対 2)  

ボールキーピング(スクリーン、ドリブル、フェイント) 
サークルの中で、2対 2 

1.2.2. 2 on 2 (2対 2) + サーバー 



ボールキーピング(スクリーン、ドリブル、フェイント)、パス、判断 
サークルの中で、2対 2 + サークル外周の見方にパス 
パスを受けた選手は中へ(入れ替え)、外周のパスカットは無し 

1.2.3. 2 on 2 (2対 2) + サーバー + コーン 
ボールキーピング(囲まれても 3～5秒キープを目標)、パス、障害物、判断 
サークルの中で、2対 2 + サークル外周の見方にパス 
パスを受けた選手は中へ(入れ替え)、外周のパスカットは無し 
外周にコーンを立てて、パスの障害にする 
外周の人数を減らす 

1.2.4.   
1.2.5.   

1.3. ビルドアップ ～ ボールキープ、ゴールへ向かう ～ 

  
1.3.1. 1 on 1 (1対 1) + 4ゴールシュート (ゴール内向き) 

アプローチ、ボールキーピング(スクリーン、ドリブル、フェイント)、シュート、判断 
ボールをキープ、速い展開、ニアゴールにシュート 

1.3.2. 1 on 1 (1対 1) + 4ゴールシュート (ゴール外向き) 
アプローチ、ボールキーピング(スクリーン、ドリブル、フェイント)、シュート、判断 
ボールをキープ、敵を振り切る、ニアゴールにシュート 

1.3.3. 4ゴールシュート (ゴール外向き) … 人数は変則 
アプローチ、ボールキーピングドリブル、フェイント)、パス、シュート、判断 
ボールをキープ、スペースの利用(パス)、敵を振り切る、ニアゴールにシュート 

1.3.4.   
1.3.5.   

1.4. ファーストタッチ ～ プレイエリアの確保、前を向く ～ 

  
1.4.1. ファーストタッチで直接コーンに当てる 

プレイエリア、同一視野、正確性、判断 



パサーとコーンを同一視野に入れたプレイエリアの確保、パスの種類の要求 
1.4.2. ドリブルでコーンに当てる 

ボールキーピング(スクリーン、ドリブル、フェイント)、パス、判断 
ボールをキープ、敵を振り切る 

1.4.3. ドリブルでコーン間を通過(ディフェンスの数よりゴールの数を多く) 
ボールキーピング(ドリブル、フェイント)、パス、正確性、判断 
ボールをキープ、敵を振り切る、速い展開 

1.4.4. パスでコーン間を通過(ディフェンスの数よりゴールの数を多く) 
プレイエリア、同一視野、ボールキーピング、パス、正確性、判断 
パサーとコーンを同一視野に入れたプレイエリア、パスの種類の要求、敵を振り切る 

1.4.5.   
1.4.6.   

1.5. 判断 ～ 状況を確認し、考える ～ 

  
1.5.1. 1チーム on 2チーム(3チームのフリーボール回し) 

鬼チーム(1チーム)以外(2チーム)は、味方(パス可)。その時々で味方が変わる 
ボールを奪われた色のチームが鬼チームとなる。 
パスミス、トラップミス、も鬼チームになる。 
状況判断、コミュニケーション、正確性、ボールキーピング、パス 
瞬時の判断、仲間からのコール、集中力 

1.5.2. 4チームのフリーボール回し 
AチームはBチームに、BチームはCチームに、CチームはDチームに、Dチーム
は Aチームにパスを出せる。 
状況判断、コミュニケーション、正確性、ボールキーピング、パス 
瞬時の判断、仲間からのコール、集中力、ボールをキープ 

1.5.3.   
1.6.   

2. 講義講習 
2.1. 指導者しか選手を変えることができない 

2.1.1. 常に立ち返るべき言葉 
『Players First』 

2.1.2.   
2.1.3.   

2.2. よいサッカー とは 
2.2.1. あわてない (落ち着く) 
2.2.2. スピードを上げすぎない 



2.2.3. 判断する 
2.2.4. 2つ以上の選択肢を持つ 
2.2.5. 正確な技術 
2.2.6. 高い戦術能力 
2.2.7.   
2.2.8.   

2.3. どの部分が悪く、問題があるのかをフィードバックする 
2.3.1. 眼・耳 観て・聴いて レーダー  判断する材料 
2.3.2. 頭  考えて  アナライズ 選択する 
2.3.3. 手・足 動かして  モビリティ  プレーする 
2.3.4.   
2.3.5.   

2.4. 指導者がよいモデルを持つこと 
2.4.1. いい試合を見る 
2.4.2. 常にサッカーを学ぶ 
2.4.3. 自らが情報を収集し、選択する 
2.4.4. 選手とは異なる立場・視線を持つ 
2.4.5.   
2.4.6.   

2.5. テクニカル・テーマ 
2.5.1. ポジショニング 

サポートの意識、状況の把握、予測 
2.5.2. ビルドアップ 

ボールキーピング、ボールの前方への持ち上がり 
2.5.3. ファーストタッチ 

有利な展開、正確な技術、奪われると奪い返す労力が発生 
2.5.4. コミュニケーション 

アイコンタクト、コール、コーチニング 
2.5.5. スクリーンプレー 

タッチ(ゴール)ラインワーク、前を向いたプレーにつなげる 
ボールを奪うときに、蹴らない(タッチを割って相手ボールにしない) 

2.5.6.   
2.5.7.   

2.6. 8人制サッカー (神戸では 11年の歴史) 
2.6.1. 1人 1人の選手がボールを触る機会が増える 

1 on 1 が多くなる 
2.6.2. 全員が攻守に関わる 

ゴールキーパーもフィールドに積極的に関与 
2.6.3. ゴール前の攻防が多くなる 

サッカーの本質がよりはっきりする 
2.6.4. 判断力が必要 
2.6.5. 技術を高める事が必要 
2.6.6. スペースを上手に作り、上手に使う 
2.6.7. システム、ポジションを色々と経験させる 

システム) 3-3-1 、2-3-2 など 
ホジション) 今の勝ちのためだけに固定しない 

2.6.8. 1 on 1 の局面で積極的なトライ 



2.6.9. サポートの動きが、攻撃を強化する 
2.7. 指導者としての注意 

2.7.1. 自らが情報を収集し、自らが常にサッカーを学ぶ姿勢を持てているか 
経験値だけに頼らず、指導者としての向上心を持つ 

2.7.2. 指導者が選手の判断を奪っていないか 
自立した個で戦える選手の育成 

2.7.3. 身体能力の高い選手に頼っていないか 
2.7.4. 判断なくキックゲームになっていないか 
2.7.5. 止める、蹴る、運ぶ、ができているのか 
2.7.6. 身体能力の高い選手が周りの選手や雰囲気をつぶしていないか 
2.7.7. 何かを犠牲にして【勝ち】に拘っていないか 

勝負至上主義 
2.7.8. 特定のポジションだけを与えて選手の成長を奪っていないか 
2.7.9. それぞれの年代に応じた指導ができているか 

自立した個で戦える選手の育成 
2.7.10. 失敗を恐れずトライできる環境づくりができているか 

怒られる、野次られる、結果ミスを恐れて挑戦しない 
2.7.11. U-12まではスキルの獲得ができているか 

テクニックを磨く、パーフェクトスキルを目指す 
2.7.12. MTM形式を取り入れて効果的にトレーニングできているか 

分析→テーマの設定→指導計画→オーガナイズ 
2.7.13. コーチニングのバランスは取れているか 

フリーズコーチニング、シンクロコーチニング、ミーティング 
2.7.14. ドリル(反復練習)が効果的にできているか 

ゲームでは獲得できないスキルの効果的な習得 
ドリルでは正確性が明確になり習慣化に最適 
ゲームに活きるドリル、スキルの習得 
ノンプレッシャー、ミドルプレッシャー、フルプレッシャーの区別をつける 

2.7.15. 頑張った選手を褒めれているか 
頑張らない選手との差 
しんどい事を避けたり、頑張らない、努力しないプレーヤーは不要、容認しない 

2.7.16. 最も良いトレーニングが取り組めているか 
正確な目的、ゲームに近いリアリティ、指導者が意義をマスタ 

2.7.17.   
2.7.18.   

2.8. 第 2金曜日 KFA リフレッシュ研修 
積極的な参加をお願します 

2.9.   
2.10.   

3. アンケート調査 
3.1.   

3.1.1.   
  

4.   
 
2007/12/09 灘高校 13:00 ～ 18:45  
岡 先生、長友 先生、鈴木 先生、他 


